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昭
利
二
十
六
年
度
第
四
回
法
學
砺
究
會

＋
二
月
＋
四
日
　
午
後
三
時
三
＋
分
よ
り

於
第
一
會
議
室

7
ラ
ン
コ
憲
法
の
思
想
的
淵
源
と
特
質

法
學
部
助
手
　
大
　
山
　
正
　
武
君

　
人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
の
嵐
に
鍋
さ
れ
、
共
和
國
憲
法
の

時
流
に
押
さ
れ
て
か
エ
ス
パ
ニ
ャ
憲
法
の
研
究
は
我
國
に
於
い
て
殆
ど
皆
無
の

歌
態
に
あ
る
時
、
比
較
憲
法
の
正
し
い
認
識
と
批
判
の
た
め
に
、
論
者
は
資
料

の
乏
し
い
中
か
ら
フ
ラ
ソ
コ
憲
法
の
思
想
的
淵
源
と
特
質
の
研
究
を
報
告
さ
れ

た
。
エ
ス
パ
ニ
ヤ
基
本
法
を
形
作
る
法
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慕
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富
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㎡
霧
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ロ
㎎
5
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畠
（
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＆
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㎝
●
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山
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o
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5
亀
8
0
試
o
β
q
o
一
、
国
叶
暮
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濾
ド
O
の
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o
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諾
試
言
帥
暮
β
冨
お
諭
お
昌
d
ヨ
b
暮
δ
目
箪
（
お
翫
●
ε
●
匿
）
で
あ
る
。

エ
ス
パ
ニ
ヤ
國
に
お
け
る
國
家
形
態
が
こ
れ
等
基
本
法
か
ら
ど
の
よ
う
に
構
成

さ
れ
、
基
本
法
の
思
想
的
基
盤
と
特
質
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
問
題
と
し
て
提
示

さ
れ
た
。

　
論
者
は
先
ず
、
主
灌
は
聞
接
的
に
明
文
が
な
い
が
國
民
主
権
を
、
政
匿
は
名
目

上
王
政
を
探
用
し
、
殊
に
政
治
の
脛
濟
に
封
す
る
優
位
を
暴
げ
、
階
級
闘
雫
否
定

の
思
想
的
な
立
場
を
考
察
さ
れ
た
。
即
ち
螢
働
憲
章
に
つ
“
て
イ
タ
リ
ヤ
の
そ

　
　
　
　
研
究
獲
表
會
記
事

れ
と
比
較
し
て
爾
者
の
共
通
性
を
指
摘
さ
れ
、
更
に
螢
働
と
結
び
つ
い
た
協
同

瞠
の
基
盤
が
イ
タ
リ
ヤ
は
コ
ル
ポ
ラ
チ
ス
ム
で
あ
る
に
反
し
、
エ
ス
パ
ニ
ャ
は

サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ム
で
あ
る
と
解
さ
れ
へ
而
も
フ
一
フ
ン
ス
の
サ
ソ
ジ
カ
リ
ス
ム
と

は
異
な
り
政
窯
の
推
進
す
る
國
民
蓮
動
の
一
環
と
し
て
エ
ス
パ
ニ
ヤ
の
そ
れ
は

精
紳
主
義
、
民
族
主
義
と
條
件
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
鮎
を
特
徴
づ
け
た
。

　
更
に
組
合
に
つ
い
て
、
從
來
の
読
の
如
く
、
ザ
ン
ジ
カ
ー
が
職
業
的
輩
一
組

合
で
あ
り
、
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
が
混
合
形
態
で
あ
り
、
前
者
が
非
國
家
機
闘
で

あ
る
の
に
反
し
後
者
が
國
家
機
關
で
あ
る
と
云
う
建
前
を
と
る
限
り
、
エ
ス
パ

ニ
ャ
の
組
合
は
そ
の
何
れ
に
も
属
さ
な
い
と
さ
れ
、
エ
ス
パ
ニ
ヤ
の
縦
断
組
合

（
匹
邑
8
暮
o
語
詳
凶
S
σ
は
公
法
上
の
法
人
で
あ
る
と
組
合
を
読
明
し
、
コ
ル

ポ
ラ
シ
オ
ン
が
動
的
で
あ
る
よ
り
静
的
、
進
歩
的
で
あ
る
よ
り
保
守
的
と
云
う

批
評
は
エ
ス
パ
ニ
ヤ
の
そ
れ
に
も
要
當
す
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

　
次
い
で
論
者
は
精
紳
的
民
族
的
な
面
か
ら
、
批
會
蓮
帯
の
基
調
を
基
本
法
の

諸
條
項
に
求
め
、
殊
に
瀧
會
國
家
の
規
定
、
財
涯
穂
行
使
の
限
界
、
自
由
権
の

留
保
の
諸
規
定
を
解
読
し
、
こ
れ
等
と
共
に
カ
ト
リ
ヅ
ク
撤
を
國
教
と
定
め
階

級
闘
雫
否
定
0
精
紳
的
纂
付
け
を
宗
教
に
求
め
た
上
、
民
族
統
合
の
象
徴
を
カ

ト
リ
ッ
ク
に
ょ
る
社
會
正
義
に
設
定
さ
れ
た
。
か
よ
う
に
脛
濟
的
な
も
の
よ
り

寧
ろ
精
紳
主
義
的
基
調
の
下
に
王
な
き
王
國
の
法
が
堅
持
さ
れ
、
豫
測
の
憲
法

に
傳
統
的
な
民
族
意
識
を
と
ど
め
る
事
は
、
一
八
七
六
年
の
王
制
憲
法
や
一
九

三
一
年
の
共
和
國
憲
法
と
比
較
し
、
そ
の
類
似
性
を
あ
げ
る
事
に
よ
つ
て
明
ら

か
に
さ
れ
る
と
示
唆
さ
れ
た
。

　
民
主
主
義
と
脛
濟
の
結
び
つ
き
の
排
除
、
精
紳
的
民
族
的
傳
統
に
よ
る
肚
會

正
義
の
實
現
、
國
民
と
政
府
機
關
の
交
渉
中
間
團
膣
と
し
て
の
窯
の
形
成
と
、

國
民
は
黛
を
通
じ
て
統
一
騰
を
構
成
す
る
事
、
及
び
必
要
な
場
合
の
國
民
の
自
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由
灌
の
停
止
等
を
強
調
し
て
報
告
と
さ
れ
た
。

　
稜
表
後
種
々
質
問
が
交
換
さ
れ
た
が
、
法
律
的
な
面
か
ら
基
本
法
と
基
本
法

以
外
の
法
令
と
の
關
係
の
明
示
、
基
本
法
内
容
の
系
統
的
分
析
を
報
告
者
に
希

望
し
、
憲
法
問
題
に
つ
い
て
法
律
論
と
政
治
論
は
方
法
論
的
に
限
界
を
意
識
し

爾
者
の
混
同
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
態
度
が
質
．
間
者
に
望
ま
れ
る
。
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